
 

 

1. バックアップ
バージョンアップの前には、下記のいずれかの手順で

必ずバックアップを行ってください。 

※複数台でお使いのお客様はいずれか 1 台のパソコン

で行ってください。 

・メニュー画面から「日次業務」→「データバックアップ」 

・メニュー画面下部のお好みメニューの「データバックア

ップ」 

・メニュー画面終了時に表示される自動バックアップ実

行画面

2. バージョンアップの準備
※複数台でお使いのお客様は親機・サーバ機で行って

ください。（別拠点がある場合も同様） 

※バージョンアップ処理を開始する前に使用中のプロ

グラムをすべて終了してください。 

1. すべてのパソコンで RacroSⅡを起動しない状態に

し、パソコンに「バージョンアップ DVD」をセット

します。DVDの色は緑です。

 

 

 

 

 

 

 

 

2. バージョンアップメニューが表示されましたら、次の

手順に進みます。

DVD をセットした際に下図のメッセージが表示さ

れた場合は・・・ 

下記の手順で「rundll32.exe の実行」をクリックし

ます。 

バージョンアップ手順書 

バージョンアップメニュー画面が自動的に表示され

ない場合は・・・ 

次の操作を行ってバージョンアップメニュー画面を

表示してください。 

①Windows の「スタート」ボタン（旗のマーク）を

右クリックして「エクスプローラー」を選択します。 

②「PC」または「コンピューター」を選択します。

③DVDドライブを右クリックして「開く」を選択し

ます。

④「SMENU」をダブルクリックします。

システムを複数台でご使用の場合、アプリケーションのバージョンアップはシステムをお使いの

全てのパソコンで作業を行います。また、作業を行うパソコン以外では、システムの画面を全て終

了してください。 

念のため、作業前にバックアップをお取りください。 
●1 台でご使用の場合・・・１→２→３→４の順に作業を行います。

●複数台でご使用の場合・・・1→２→３→４→５の順に作業を行います。

●複数拠点があり、サーバ機を設置していない拠点でご使用の場合・・・５の作業を行います。
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3. 整備提供データのバージョンア
ップ

1. 「整備提供データのバージョンアップ」をクリックし

ます。

2. 「次へ」をクリックします。

3. 「開始」をクリックします。

4. 確認メッセージにて「はい」をクリックすることでバ

ージョンアップ処理が開始されます。

 

 

 

5. 「OK」をクリックします。

4. アプリケーションのバージョン
アップ

１．「アプリケーションのバージョンアップ」をクリック

します。 

２．「次へ」をクリックします。 

３．「開始」をクリックします。 

４．確認メッセージにて「はい」をクリックすることでバ

ージョンアップ処理が開始されます。 

 

 

 

バージョンアップが完了するまで、30 分～40 分

程かかります。 

※お客様がご利用中のパソコンの環境により異な

ります。次の画面が表示されるまで、そのままお待

ちください。 

続いてアプリケーションのバージョンアップを行

います。 

バージョンアップが完了するまで、5分～10分程か

かります。 

※お客様がご利用中のパソコンの環境により異なり

ます。次の画面が表示されるまで、そのままお待ちく

ださい。 
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５．「OK」をクリックします。 

1台でお使いの方は、ここでバージョンアップ作業は終

了です。 

複数台でお使いの方は、引き続き５．アプリケーション

のバージョンアップ（子機）にお進み下さい。 

5. アプリケーションのバージョン
アップ（子機）

親機（またはサーバ機）のバージョンアップを完了後、

以下の作業を進めてください。 

１．RacroSⅡのアイコンをダブルクリックします。 

２．バージョンアップ確認の画面が表示されますので、

「OK」をクリックします。 

下記メッセージが表示されない場合、パソコンの再起

動を行ってください。 

３．「次へ」をクリックします。 

４．「開始」をクリックします。 

※鈑金オプションをお使いのお客様

鈑金提供データ DVD(青色)をパソコンにセット

してお使いください。

セット時、自動再生画面が表示されましたら、「何

もしない」を選択し、画面を終了してください。 

DVD 内のフォルダが表示される場合は、右上の

[×]をクリックし、画面を終了してください。 

弊社発送の DVD は再インストールなどに使用する

ため、過去 2 回分の保管をお願いします。不用な

DVDは、お住いの地域の分別ルールに従って廃棄を

お願いします。 
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５．確認メッセージにて「はい」をクリックすることでバ

ージョンアップ処理が開始されます。 

 

 

 

６．「OK」をクリックします。 

バージョンアップ作業は以上で終了です。 

他に子機（クライアント機）をお使いの場合は、同様に 

バージョンアップを行ってください。 

バージョンアップ後の変更点は、次ページ以降をご確認く

ださい。 

バージョンアップの画面にて「【サーバ】

バージョンアップ」と表示される場合は、

「変更」ボタンから「【クライアント】バ

ージョンアップ」を選択後、「確定」をク

リックしてください。

バージョンアップが完了するまで、5分～10分程か

かります。 

※お客様がご利用中のパソコンの環境により異なり

ます。次の画面が表示されるまで、そのままお待ちく

ださい。 

※鈑金オプションをお使いのお客様

鈑金提供データ DVD(青色)をパソコンにセット

してお使いください。

セット時、自動再生画面が表示されましたら、「何

もしない」を選択し、画面を終了してください。 

DVD 内のフォルダが表示される場合は、右上の

[×]をクリックし、画面を終了してください。 

弊社発送の DVD は再インストールなどに使用する

ため、過去 2 回分の保管をお願いします。不用な

DVDは、お住いの地域の分別ルールに従って廃棄を

お願いします。 
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●Ver.2601.00 での変更点

 （※お使いのオプションにより使用できる機能が異なります。各項目タイトル部分をご確認ください。） 

特種車両の車検サイクル計算の改善 

より正確な車検サイクル計算のため、車検証の用途が「特種」の場合における計算方法を見直しました。 

車体形状マスタ保守(各マスタ設定→車両情報設定→車体形状マスタ保守)にサイクル特種車両区分欄を

追加しました。「貨物自動車扱い」設定時は、車検サイクルを１年で計算します。 

バージョンアップ後は固定データである下記車体形状名称の「サイクル特種車両区分」が「貨物自動車

扱い」へ自動的に書き換わります。 

対象車体形状名称：タンク車/散水車/給油車/現金輸送車/塵芥車/冷蔵冷凍車/活魚運搬車/給水車/糞尿車

/販売車/コンクリートミキサー車/ボートトレーラ/オートバイトレーラ/スノーモービルトレーラ 

 

 

特種車両の重量税取得変更及び、警告表示機能追加 

重量税金額のエコカー判定の計算方法を見直しました。 

車検証の用途が「特種」の車両を登録する場合は、エコカー判定を行わず、「当分の間税率」もしくは経

過年数により、13 年・18 年経過の重量税金額を取得します。 

エコカー判定を行わないため、実際の重量税金額と異なる場合がございます。

重量税金額をご確認の上、必要に応じて修正してください。 

コード 1～25 は固定データです。 
「サイクル特種車両区分」のみ 
修正できます。 

【車検証】画面の照会時に 
警告メッセージを表示します。 
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警告メッセージは「表示する」が初期値です。 

【車検証】画面で［中止］をクリックし、［設定］→［特種車両警告/警告の表示］から変更できます。 

車両登録時の自動チェック強化 

車検満了日が現在より過去日付になっている場合、車検証の保存時に警告メッセージを表示します。 

車検満了日をご確認の上、登録してください。 

整備伝票 追加点数詳細窓追加 

追加点数を選択する際、作業名称の視認性を改善するため「追加点数詳細」窓を設置しました。 

長い文字列でも見切れることなく全て表示されます。 
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適合証 保安基準適合標章の有効期限印字機能拡充 

保安基準適合標章に関して有効期限の印字用項目を追加し、印字できるように対応しました。 

標章有効期限項目の縦位置/横位置の初期値は0.00 ㎜です。 

印字する場合は、印字調整が必要です。 

《印字の設定方法》 

【保安基準適合証発行】画面で[印位置]→[標章印位置]をクリックします。 

標章有効期限項目として「標章有効期限(月・十の位)」「標章有効期限(月・一の位)」「標章有効期限

(日・十の位)」「標章有効期限(日・一の位)」を追加しました。 

印字調整方法は後述の『《印字位置の設定方法》』をご参照ください。 

今回追加になった印字

用の項目名です。 
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特定整備記録簿 初度登録の印字機能拡充 

従来、特定整備記録簿の初度登録年項目の印字は年月の数値のみでしたが、例えば「5 年 1 月」のよ

うに年月の文字列を印字できるように対応しました。 

初度登録年項目の縦位置/横位置の初期値は0.00㎜です。 

印字する場合は、印字調整が必要です。 

特定整備記録簿のタイプ名称ごとに設定が必要になります。 

《印字の設定方法》 

【特定整備記録簿】画面で[印位置]をクリックします。 

初度登録年項目として「初度登録(年月)」を追加しました。 

印字調整方法は後述の『《印字位置の設定方法》』をご参照ください。 

今回追加になった印字用の

項目名です。 

従来から存在する印字用の項目名です。 

用紙に応じた項目名を組み合わせて 

ご利用ください。 
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《印字位置の設定方法》 

・印字位置を調整する場合は、下記を参考に設定をお願いします。コピー用紙などに試し

印刷をし、必要に応じて定規等で測りながら設定変更してください。 

印字 

・・・印字有無を変更できます。印字する場合は☑チェックを入れます。印字しない場合

はチェックを外してください。 

縦位置 

・・・各項目の印刷を上下方向へ移動したい場合に変更します。0.1mm 単位で変更がで

きます。例えば、現在の設定が縦「10.0mm」の状態でさらに 2.5mm 上方向に

印刷したい場合は、「10.0mm」を「7.5mm」に変更します。 

※左側のプレビューエリアから印字調整したい項目名をクリックし、中心部を選択

してからマウス操作でドラッグすることで移動しても構いません。 

横位置 

・・・各項目の印刷を左右方向へ移動したい場合に変更します。0.1mm 単位で変更がで

きます。例えば、現在の設定が横「10.0mm」の状態でさらに 2.5mm 右方向に

印刷したい場合は、「10.0mm」を「12.5mm」に変更します。 

※左側のプレビューエリアから印字調整したい項目名をクリックし、中心部を選択

してからマウス操作でドラッグすることで移動しても構いません。 

幅/高さ 

・・・入力エリアの幅/高さを設定します。

文字の配置(横) 

・・・文字の配置(横)を選択します。左揃え/中央揃え/右揃えから選択します。

文字の配置(縦) 

・・・文字の配置(縦)を選択します。上揃え/中央揃え/下揃えから選択します。

フォントサイズ

・・・印字する文字サイズを指定することができます。

マス目印字

・・・マス目印字するかどうかを選択します。☑チェックを入れることで、マス目の数/

マス目の間隔を設定することができます。チェックを外すことで、文字の折り返し

/自動縮小について設定することができます。 

右側の項目名を選択します。 

※左側のプレビューエリアから印

字調整したい項目名をクリック

し、選択しても構いません。 

選択した項目名に関する設定が右

下側のエリアに表示されますの

で、調整を行います。 
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車販見積発行 下取時の車両情報取得機能の追加 

 【下取・備考】画面で車両コード欄にコード番号を入力すると下取車の車両情報を自動取得し反映しま

す。自動取得する項目に走行距離／使用者氏名／所有者氏名を追加しました。 

 下取車の走行距離・名義が車検時の走行距離・名義と異なる場合があるため、初期値は「走行距離を

取得しない」、「使用者・所有者を取得しない」です。 

各初期値の設定変更は【車販見積発行】画面→[設定]をクリックします。 

車販見積発行 リサイクル料金取得機能追加予定 

現在、公益財団法人自動車リサイクル促進センターから取得したリサイクル料金を、車販伝票へ反映す

る機能を準備中です。 

リリース時には改めて告知しますので、今しばらくお待ちください。

［下取車走行距離設定］から 

変更できます。 

［下取車使用者・所有者設定］から

変更できます。 
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代車借用書 自社名設定追加 

 【代車マスタ保守】画面(各マスタ設定→その他設定)に代車借用書専用の自社名を設けました。 

自社名の変更が必要な場合は、［自社名］をクリックし、修正します。 

※拠点管理オプションをご使用の場合は、従来は【車検継続自社名設定】画面の「共通自社名」のみ

印字できましたが、バージョンアップ後は拠点毎に自社名の設定および、自拠点の自社名を印字でき

ます。
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